
クリーニングの前にお読みください

着物生地の「ダブリ」とは

ダブリの主な原因
▶表地と裏地の生地の違い
収縮率など性質が異なるため

時間と共に表地と裏地が釣り合いが悪くなり

たるんでしまう現象です。表地が縮みにくい紬などで

裏地が縮みやすい生地の場合に起こりやすいです

▶経年劣化
年月が経過により生地の性質が変化して

収縮率が変わることがあります

▶仕立ての技術
縫製時に表地と裏地のつり合いを

いかに考慮して仕立てるかが重要となります

表地と裏地（八掛や居敷当て）の間に

「たるみ」や「歪み」が生じた状態です

着物クリーニング（丸洗い）によってダブリが悪化

または、修繕されることはございません

納品時にダブリを原因としたシワやたるみが

生じるケースにご注意ください


